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１． 調査の目的 
 
保険薬局における「後発医薬品への変更可」に処方医の署名等がある処方せんの受付状

況等の把握、および保険薬局において実際に後発医薬品に変更して調剤した医薬品の状況

等の把握を目的とした。 

 
２． 調査対象 

 
全国の保険薬局から無作為抽出（都道府県別に層化）した 1,000 施設であり、「保険医療

機関等における医療費の内容が分かる明細書の発行状況調査」の調査対象と同一である。 

 
３． 調査方法 

 
自記式調査票の郵送配布・郵送回収とし、本調査の調査票と「保険医療機関等における

医療費の内容が分かる明細書の発行状況調査」の調査票を同封して配布した。調査は平成

18 年 11 月に実施した。 

本調査では、施設属性、処方せん枚数等を尋ねる様式１と、実際に調剤した薬剤料を尋

ねる様式２を配布した。様式２においては、後発医薬品への変更状況について、薬局の負

担を軽減し回収率を上げるため、10/23～10/29 の 1 週間の状況に限定して調査した。 

 


